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【機密性２】
※機密性は以下を参考に、適切に変更・表示し、以下の記述を削除してください。また、取扱制限等（例１：関係者限り、例２：公表までの間）については必要に応じて追加してください。

秘密文書相当、機微な個人情報を含む場合は【機密性３】 ／ 公開を前提としない場合は【機密性２】（公開前の案の段階なども含む） ／ 公開可能な場合は【機密性１】

環境モニタリング調査の品質を確保し、調査結果の信頼性を高めるための取組として、
環境モニタリング調査業務に係る分析作業等が適切に実施されているかを確認した。

実 施 日：令和３年１２月１０日(金)

参加人数：５名（有識者２名）

調査項目

・書面確認 外部精度管理、内部精度管理の実施状況
精度管理報告書
サーベイメータの日常管理状況

・実地確認 測定用試料・標準物質・試薬の保管状況
分析作業実施状況等

講評
・分析現場において、定期的に品質責任者が手順書どおりに作業が行われているかを
直接確認することにより、作業上の気付きの感度を高める組織的な改善が行われて
いた。

・分析機器の引継ぎでは、後任担当者の力量評価が適切に行われ、前任者からの機器
管理等に関するノウハウが引き継がれていた。

・引き続きモニタリング調査の品質を確保する取組を行っていく。

ヒアリング実施状況

環境モニタリング調査の分析実施状況確認調査結果について
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